
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 
令和４年４月 28 日   

 
 

県立向の岡工業高等学校長（全日制）  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新教育課程に
おいて、工業教
育の特色を生か
し、社会で必要
とされる専門性
の向上を図る教
育課程を提供す
る。 
 
 
・自ら課題を発
見し解決する力
の育成と主体的
に学ぶ意欲の向
上を図る。 
 
 
 
 
・学校行事や生
徒会活動を通
じ、自他の多様
性を尊重させ、
生徒の主体的な
活動の促進を図
る。 

①深い学びを実
現するため教育
課程の再検討と
職員の ICT 活用
率向上を目指
す。 
 
 
 
 
②自己のキャリ
ア形成の方向性
と関連付けなが
ら、見通しを持
って取り組み、
資格取得やコン
テストへの意欲
の向上を図る。 
 
③生徒会行事の
運営を通して、
生徒の自立心を
育成する。 

①新教育課程の
再検討を行い、
より深い学びを
保証する教育課
程を策定する。
職員の ICT 活用
が進まない原因
を洗い出し、対
策を検討する。 
 
②教科指導以外
でも、工業につ
いて学ぶ機会を
設け、生徒の工
業に対する興味
関心を高め、主
体的な取り組み
を促す。 
 
③コロナ禍にお
ける学校行事の
在 り 方 に つ い
て、生徒たちに
考えさせ、企画
や準備を支援し
ていく。 

①改善した教育
課程の策定や検
討が行えたか。 
職員の ICT 活用
率 が向上 した
か。 
 
 
 
 
②資格取得を促
進し、ジュニアマ
イスター取得者数
を増やすことがで
きたか。また、コ
ンテスト等への支
援体制が向上した
か。 
 
③コロナ禍によ
る制限がある中
で、安全安心な
生徒会行事が実
施でき、生徒に
成功体験を積ま
せることができ
たか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・自己の成長を
意識させ、社会
人としての基礎
力を身に付けさ
せる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・学校行事や部
活動を通じて、
責任感、協調
性、自主性の涵
養を図る。 
 
 
 
 

①基本的生活習
慣を身につけさ
せる。 
 
①教育相談体制
を強化し、情報
共有の充実に努
めながら、問題
行動等の未然防
止と問題解決を
図る。 
 
 
 
②生徒の主体的
な活動への支援
を通して、自立
心や責任感を育
成する。 
 
 

①挨拶・服装・頭
髪・遅刻等、粘り
強く指導を行う。 
 
①課題を抱える
生徒に対して、
職員間及び、職
員とスクールカ
ウンセラーやス
クールソーシャ
ルワーカーと連
携し、組織的な
対応を進める。 
 
②コロナ禍にお
ける部活動の在
り方について、
部員たちに考え
させ、合理的で
効果的な活動が
できるよう支援
していく。 

①遅刻指導等の
件数が前年度よ
り減少したか。 
 
①学年や教科間
の連携及び、教
育相談との連携
による組織的な
対 応がで きた
か。それにより
解決や好転した
ケースが見られ
たか。 
 
②コロナ禍によ
る制限がある中
で、合理的で効
果的な部活動が
行 えたか 。ま
た、生徒に成功
体験を積ませる
こ とがで きた
か。 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りの進路実現に
向けた進路指導
の充実を図る。 
 
 
 
 
・社会的・職業
的自立に資する
よう、労働観、
職業観を育成す
る。 
 
 
 
 
 

①進路選択にお
ける進路指導の
充実を図る。 
 
 
 
 
 
②専門業者と連
携し、労働観や
学習観における
知見の拡大を図
りミスマッチの
未然防止に努め
る。 

①進路情報提供
における ICT 活
用により迅速な
情報提供を行う
ことで、進路に
関して相談の時
間を確保する。 
 
②専門業者利用
による説明会や
セ ミ ナ ー の 開
催、大学進学者
の実力把握のた
めの模擬試験や
論 文 指 導 を 行
い、視野を広げ
自己研鑽できる
よう導く。 

①ICT 活用によ
り生徒がより多
くの情報を確認
し相談する時間
を 確保で きた
か。 
 
 
②就職や進学に
おいて、自己の
実力を把握し進
路選択に役立て
ることができた
か。 

     

４ 地域等との協働 

・「地域ととも
に育つ向工」を
実現し、「地域
で活躍する向工
生」を育むため
に、地域社会と
の連携による教
育活動を推進す
る。 
 
 
 
 
 
 
 

①「地域ととも
に育つ向工」を
実現するため、
ホームページや
説明会などで本
校の教育活動を
発信する。 
 
 
 
 
①「地域で活躍
する向工生」を
育むために、地
域や企業との連
携事業を推進す
る。 

①感染対策を行
いながらの活動
となるため、ホ
ームページや動
画などを充実さ
せ学校活動や魅
力を積極的な広
報活動を行う。 
 
 
 
①自動ハンドベ
ル演奏やものづ
くり体験教室な
どをとおして、
自ら考える力や
コミュニケーシ
ョン能力、もの
づくり教育を図
る。 

①ホームページ
を利用して学校
の行事や活動の
紹介を通して学
校の魅力を積極
的に発信するこ
とができたか。
学校説明会参加
者、受検者が増
えたか。 
 
①ものづくり体
験などに生徒が
積極的に参加協
力し、自ら考え
る力やコミュニ
ケ ーショ ン能
力、ものづくり
教育を育むこと
ができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・校内の情報機
器の整備と防災
教育を推し進
め、安全安心な
教育環境を構築
する。 
 
・全ての職員の
資質向上を図る
とともに、風通
しの良い職場づ
くりをめざし、
教職員の事故不
祥事を未然に防
止する。 
 
 
 
 
 

①昨年度作成し
た生徒対象の風
水害マニュアル
について、生
徒・職員に周知
する。 
 
②事故防止研修
を行い、事故不
祥事の未然防止
に努める。 

①年間の防災訓
練において、風
水害に関する訓
練も実施し、保
護者等にも周知
する。 
 
②特に初めて私
費会計を担当す
る職員への連絡
を密に行い、業
務がスムーズに
行えるようにす
る。 

①マニュアルに
のっとった職員
研修・防災訓練
が 実施で きた
か。 
 
 
②県の私費会計
規準にのっとっ
た業務処理が行
え、事故や不祥
事は起きなかっ
たか。 

     

 


